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 2026年３月５日 

 

各  位 

 

（経過開示）ステーブルトレジャリー戦略（abc protocol）の運用開始 

および運用状況を可視化する専用ダッシュボード公開のお知らせ 

 

当社は、2026年２月 10日付「経営戦略アップデートおよび『ツインエッジ・トレジャ

リー』構想の強化」ならびに 2026年２月 24日付「外部 DeFiインターフェースサービス

の活用によるステーブルトレジャリー戦略 abc protocol導入のお知らせ」にて既報のと

おり、デジタル資産トレジャリーの高度化を目的とした「ステーブルトレジャリー戦略

（abc protocol）」の導入を進めてまいりました。 

 この度、非カストディアル型の技術インターフェースを通じた初期運用資金のデプロイ

（投入）およびシステム環境の構築が完了し、実運用を開始いたしました。あわせて、そ

の運用状況をリアルタイムで透明性高く公開する専用ダッシュボード（abcprotocol.jp）

を開設いたしましたので、進捗状況をお知らせいたします。 

 

1. 本戦略による運用構造の転換について 

本件の導入により、当社のデジタル資産運用は以下の通り構造的な転換を果たします。 

 

（１）収益構造の転換 

➢ 従来（As Is）：トークン価格の上昇に依存したキャピタルゲイン型の資産保有 

➢ 今後（To Be）：流動性提供による手数料収益等のキャッシュフローを創出するインカ

ムゲイン型の資産運用 

（２）管理体制の高度化 

➢ 従来（As Is）：属人的な資産管理によるオペレーションリスクおよび機会損失 

➢ 今後（To Be）：スマートコントラクトおよび非カストディアル型の技術インターフェ

ースを活用した 24時間監視・自動最適化 

2. 運用の進捗状況および詳細 

本戦略の実装にあたり、Bacoor dApps株式会社が提供する技術インターフェースを活用

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS96490a/117db1fa/3fc2/49c7/86ca/361334195b5a/140120260210554616.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS96490a/117db1fa/3fc2/49c7/86ca/361334195b5a/140120260210554616.pdf
https://www.gfa.co.jp/gfa_wp/wp-content/uploads/2026/02/%E5%A4%96%E9%83%A8DeFi%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E6%88%A6%E7%95%A5abc-protocol%E5%B0%8E%E5%85%A5%E3%81%AE%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B.pdf
https://www.gfa.co.jp/gfa_wp/wp-content/uploads/2026/02/%E5%A4%96%E9%83%A8DeFi%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E6%88%A6%E7%95%A5abc-protocol%E5%B0%8E%E5%85%A5%E3%81%AE%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B.pdf
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し、以下の体制で初期運用を開始いたしました。 

・運用開始日：2026年 3月 4日 

・初期投入額：約 1,000万円（約 6.5万ドル相当） 

・運用対象：優先ネットワーク（Baseチェーン等）上の主要流動性プール（USDC/ETHペ

ア等） 

・運用手法： 

 ① 単一資産または自動戦略による流動性提供と、それに伴う手数料収益（DEX取引手

数料）の蓄積。 

 ② リスクを分散させるためのポジション管理（ずらし戦略等の実行）。 

 ③ 報酬（フィー）の自動確認および再投資による複利効果の追求。 

 ④ 法人ガバナンスに基づいた非カストディアル管理（自社による完全な資産コント

ロール権の維持と権限分離）。 

 

3. 専用ダッシュボードの公開について 

 本ダッシュボードは、当社が掲げる「Proof of Profit（利益の証明）」を体現するもの

です。株主およびステークホルダーの皆様に対し、オンチェーン上での運用実績（主要流

動性プールごとの推定年利や手数料回収状況等）をリアルタイムに開示することで、暗号

資産の価格変動に依存しない持続可能な財務モデルの進捗を証明いたします。 

ダッシュボード URL：https://protocol.abc-chain.com/ 

 

https://protocol.abc-chain.com/
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※ 本サイトは当社の自己資金運用状況に関する「情報提供」のみを目的としており、特

定の暗号資産の売買や投資商品を勧誘するものではありません。また、サイト内には投資

に関するリスクおよび法的な免責事項を明記しております。 

 

4. 今後の見通し 

 今回の運用は、今後拡大予定の本格的なトレジャリー運用に向けた実証フェーズ

（Proof of Profit）と位置づけております。 

引き続き、本ダッシュボードを通じて運用の透明性を担保しつつ、得られたノウハウお

よびパフォーマンスデータは、当社が参画するエコシステム内の資金循環モデルにも横展

開し、持続可能な財務モデルを確立してまいります。 

 

なお、本件が当社連結業績に与える影響は軽微です。 

 

※本リリースは情報開示を目的としており、暗号資産の購入や売却を勧誘するものではあ

りません。 

※記載された時点での情報に基づいており、今後の運営方針や仕様は変更となる可能性が

あります。 

 

 

◼ abc株式会社について https://www.gfa.co.jp/ 

 abcは「多様性を通貨にする」を掲げます。私たちのアイデンティティであり、北極星で

あるこの言葉は、未来社会への約束です。私たちはこの言葉を、経営、事業、クリエイティ

https://www.gfa.co.jp/
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ブの判断軸とすることで、Web3 技術を核とした通貨の専門集団として、従来の金融システ

ムの枠組みに捉われない「善いことをした人が得をする世界」を目指します。 

  

abcのグループ企業ネットワークにも「Tokenized by abc」をブランド表記として加え、各

事業と一体で示すことで、統一的なブランドマネジメントを通じて、グループ全体として多

様性を通貨にし、新しい価値交換システムを提供していきます。 

 

所在地：東京都港区赤坂四丁目 9番 17号 赤坂第一ビル 11階 

代表者：代表取締役 松田 元 

事業内容：企業・ファンド等への投資、投資先支援、不動産関連事業、暗号資産関連事業 

 

 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

abc株式会社 経営企画部 

pr@abc-chain.com 

 

 

以上 

mailto:pr@abc-chain.com

